
酵素分解が促進された

〔イメージ〕

生分解性プラスチックの普及に向けて
-シャーレで行う簡易評価実験-

〔 JIJ規格に沿った生分解度評価〕
右図の装置をインキュベーター内で保管
し、試験培養液中のフィルムを生分解させ
た。その後、④のフラスコで吸収されたCO₂

量から生分解度を算出した。
(試験培養液の植種源は第一回にコンポスト、
第二回以降は活性汚泥を使用した。)

・分光分析に用いる器具が高価
・農研機構が用いた酵素は入手不可

⇒高校の実験室では再現できない

着想・動機 生分解性プラスチック(以下生プラ)の普及に向けて、結晶化度の操作による生分解性の制御方法を
研究しようと試みたが、複雑な生分解度の評価方法に苦慮し十分に実験を行えなかった。
本研究の目的 高校のような小さな実験室で、短期間で行うことができる生分解性評価方法を確立させる。

結果 高校生でも生分解度を評価できる実験系を作成した。また、独自の「生分解進行指数」について考察した。

ジクロロメタン
約15ml① 振盪させながら溶解させる

その後、溶液をシャーレに等分し、
ジクロロメタンを揮発させて

フィルムを作成する

ナイルブルー
染色液 400μl

生プラ
0.20ｇ

・装置の不具合が起こった
・実験期間が短いと十分に
生分解されない

【実験結果】各回の生プラの生分解度

【農研機構による従来の方法】

撥水スライドガラス上で
色素入り生プラフィルムを
作成し、酵素溶液を滴下
して生分解させる。

24時間後色素が溶出した
酵素溶液を分光分析し、
生分解度を確認する。

② フィルムをNaOHaqで加水分解する

予備実験

本実験・結果
【独自に考案した方法】

③ 酵素溶液をシャーレ内に滴下し、パラフィンフィルムでふたをする

④ 37℃のインキュベーター内で③のシャーレを24時間保管した後
溶液の吸光度を測定するしかし…

ふたをV字状に凹ませることで、
水の蒸発による濃度の変化を防ぐ

考察・今後の展望

【生分解性の評価方法】

【生分解進行指数の算出】(検討中)

のグラフにより算出可能か

・分解で溶出したナイルブルー(nb)

・自然に染み出したナイルブルー(NB)

・ナイルブルーの検量線

今後の課題
・上式の確立 ・精度の検証
・温度の操作による加水分解の促進
・吸光度のスケールを大きくする→ナイルブルー色素の増量

シャーレを使い安価な
蓋の凹みで濃度の誤差の少ない
加水分解でより生分解しやすい 評価実験を可能にした
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